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[方法]叢生量の異なる石膏模型 3 つ(Model 1: Mild crowding, Model 2: 
Moderate crowding, Model  3: Severe crowding)を対象とした。口腔内
ス キャナーの TRIOS pod(3Shape,Copenhagen,Denmark) お よ び True 
Definition Scanner(3M ESPE,Seefeld,Germany)にて模型をそれぞれ 5 回
ずつ撮影し、それぞれグループ A、B、C および D、E、Fとした。採得した
Streolithograph(STL)データを CAD ソフト Geomagic Freeform Touch X(3D 
SYSTEMS,USA)にて基準平面を用いてトリミングを行い、3D 分析ソフト
Avizo Version6.3.1(FEI,Oregon,USA)にてそれぞれのグループのデータ






した。スキャナー間の検討には Welch の検定を用いた。 
[結果]TRIOS pod の再現性ではグループ AB間および AC 間で有意差が認め
られた(p<0.05)。True Definition Scanner ではグループ間の有意差は認
められなかった。スキャナー間の比較ではグループ BE 間およびグループ
CF間で有意差が認められた(p<0.05)。2 つのスキャナーの結果が異なった
要因として撮影原理の違いと、撮影前のパウダー処理の有無の影響が考え
られる。 
[結論]叢生の程度は口腔内スキャナーの再現性に影響を与える。 
